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野草スケッチ セイヨウアブラナ（アブラナ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1999/04/03  稲城市矢野口  絵と文 Ｔａ 

 

いわゆる菜の花と呼ばれているものには、いろんな仲間がある。 

ふだん目にする菜の花は、たいていがセイヨウアブラナか、セイヨウカラシナだ。 

植物をあまり知らなかった頃には、すべて「ナノハナ」で済ませていた。 

植物観察をやっていると、やたらと詳しく分類することが当然みたいになってく

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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るが、それが人間にとって、どれだけの価値があるものなのか、ふと疑問に感じ

てしまうことがある。 

何も知らなかった頃のほうが幸せだったような気がしないでもない。 

 

菜の花といえば、「おぼろ月夜」を思い出す。 

「菜の花畑に入日薄れ・・・」という小学唱歌である。 

歌にでてくるような、菜の花畑には最近お目にかからない。 

中央線沿線などの線路脇に群がって咲いてはいるが、何の利用価値もないのにム

ダ花を咲かせているわけで、もったいないような気がしてしまう。 

どうも、貧乏性の発想だなあ。我ながら。 

 

おぼろ月夜の作詞者高野辰之は、信州豊田村に生まれ、晩年を野沢温泉村で過ご

したそうである。 

野沢温泉村といえば、スキーのメッカ、野沢菜漬の本場だ。 

高野は、この地の風景に魅せられ、作詞したのだという。 

蛇足ながら、「ふるさと（兎追いしかの山・・・）」も高野辰之作詞である。 

 

野沢温泉村へは昔、毎年５月の連休に出かけていた。 

当時住んでいた須坂市から、車なら１時間ほどで行ける。 

目的はカタクリの花見と、フキノトウの採集だったのだが、途中、黄色いじゅう

たんのような菜の花畑が一面に広がっていたのを思い出す。みごとだった。 

 

野沢温泉村の菜の花は、当然のごとく、ノザワナである。 

ノザワナも、アブラナとそっくりな花を咲かせるのだ。 

似ているのも道理、ノザワナとアブラナは兄弟といってよいほどの近縁関係にあ

る。 

カブ、ハクサイ、コマツナも同じ仲間。かつては同じ種（しゅ）だったと見られ

ている。 

野菜として利用するために人間が手を加えて、外見上はまったく異なる形の変種、

品種に作り変えたのだという。 

付け加えれば、ダイコンは白～薄紫の花を咲かせることからもわかるように、ア

ブラナとはやや縁が遠く、違う属に分類されている。 

 

このスケッチは、近所の小学校の庭先に咲いていたものである。 

私は咲いている状態のままでスケッチすることを信条としているが、このときだ
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けは１本いただいて、自宅で描いた。 

近所で知った人が通るような場所では、座り込んでスケッチすることに心理的抵

抗がある。気持ちを集中できないのだ。 

折から小雨も降り出したため、申し訳ないと思いつつ家まで運んだ。 

 

わずかな距離なのだが、家に着いた頃には花がしおれかけていた。 

これではスケッチできない、悪いことをしたと思いつつコップに挿したところ、

たちまち元気を回復した。 

水揚げが良いということなのだろうが、人間との付き合いが長いと、こうした仕

打ちには慣れているのかもしれない。 

何となく救われた気がした。 

 

謝罪の気持ちもあって、いつもより心をこめて描いた・・・と思う。 

でも、切り取ったりせず、そのまま描いた方が、花たちと良い関係を持てるよう

な気がしている。（２００１年４月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕１月１５日 黒川七草摘み・行事計画 

２０１２年最初の観察会は、例年のように七草摘み。 

ただし、炊事施設つきの会場確保が難しくなったため、集まったメンバーが七

草粥を作って一緒に食べるという恒例の催しは、昨年からできなくなってしまい

ました。 

風が弱かったため、気温の低さの割には寒さを感じない日和でした。 

黒川駅に集まった方は３４人、昨年より若干多かったように思います。 

汁守神社の南側にＪＡの大型ショッピングセンターができたこともあり、黒川

周辺も少しずつ変わっていくようですが、三沢川を少し遡れば、１０年前と変わ

らぬ農村風景が拡がっています。 

この冬は雨が少なく、歴代何位かの乾燥した冬なのだそうですが、それでも湿

った田んぼに生えるホトケノザ（コオニタビラコ）やセリも結構見つけることが

できます。他にも、ナズナ、ゴギョウ（ハハコグサ）、ハコベ、タネツケバナなど

などのロゼットの特徴やら、調理の仕方などが広沢さんから説明がありました。 

雑木林の南向き斜面で昼食後、２０人ほどが稲城へ移動し稲城市地域振興プラ

ザで、２０１２年度の行事予定を検討しました。現在当日の決定事項を整理中で

すので、数週間後には今年の行事予定が稲城の会のホームページにアップされる

と思います。（とーはもん）
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〔行事予定〕2012/2/19（日） 多摩美の森 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線・京王よみうりランド駅改札口付近 

京王よみうりランド駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から京王相模原線橋本行快速または各停で３駅目 

多摩モノレールは、多摩センター駅で京王線に乗換えて４駅目 

小田急線の場合は、永山駅または多摩センター駅で京王線に乗換え 

京王よみうりランド駅には急行は停まりませんのでご注意ください 

行く先 

(解散場所） 

小田急線・読売ランド前駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

チャンチンが見られ、ナツグミとアキグミの違いも観察できます 

また、フルーツパークでは珍しい熱帯の樹木が見られます 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 京王よみうりランド駅→穴沢天神→小沢城址→菅仙石→寿福寺→フ

ルーツパーク→巨人軍宿舎前→多摩美の森→雑木林の道→日本女子

大→小田急読売ランド前駅（解散） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2012/3/25（日） 片倉城址公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ横浜線片倉駅北口 改札口付近 ※会旗目標 

片倉駅の改札口は南口もあります。ご注意下さい  

京王高尾線京王片倉駅から国道１６号線を歩いて公園に来ることが

出来ますが、少し距離があります（５００ｍ位） 

交 通 ＪＲ横浜線をご利用下さい 

行く先 

(解散場所） 

八王子市片倉城址公園、ＪＲ片倉駅ｐｍ３時頃解散予定 

見所 

 その他 

公園内にはカタクリ，アズマイチゲなど、早春の妖精たちが咲き誇

っており、雑木林ではアマナも期待できます  

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース ＪＲ片倉駅前～片倉城址公園～（公園内散策）～広場（昼食）～裏

手の雑木林散策～城址公園～ＪＲ片倉駅  

その後、オプションで八王子みなみ野の雑木林を歩くかもしれませ

ん  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2012/4/22（日） 千城台（ちしろだい） 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、千葉都市モノレール線千城台北駅 改札口付近 ※会

旗目標 

千城台北駅の改札口は一箇所だけです  

交 通 総武線千葉駅で総武本線に乗り換え、都賀（つが）駅で千葉都市モ

ノレール線に乗り換えます 

行く先 

(解散場所） 

千城台北駅から雑木林の中を観察して歩き、千城台駅 ｐｍ４時頃

解散予定 

見所 

 その他 

キンラン、時期が合えば保存中のクマガイソウが見られるかも 

地 図 

 

コース 千城台北駅→雑木林の中を観察→千城台駅（解散） 

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


